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『
航
海
術
の
歴
史
』

　
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
最
初
の
航
海
術
史
概
説

i
そ
の
邦
訳
で
あ
る
。
原
題
○
①
ω
。
三
〇
馨
Φ
α
興

属
ρ
＜
お
葺
δ
瓢
は
文
字
通
り
「
航
海
術
の
歴
史
」
だ

が
、
こ
こ
で
い
う
客
伊
く
お
簿
δ
⇔
は
「
原
則
的
に

航
空
や
宇
宙
飛
行
に
も
あ
て
は
ま
る
。
し
従
っ
て
、

訳
書
あ
と
が
き
に
も
あ
る
よ
う
に
、
厳
密
に
は
、

『
航
法
の
歴
史
』
と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
る
。

　
序
論
を
別
に
す
る
と
、
全
体
は
四
つ
の
部
分
に

わ
か
れ
て
お
り
、
原
説
的
に
タ
テ
割
り
の
構
成
を

と
っ
て
い
る
。
「
第
一
部
水
路
誌
・
海
図
・
そ

の
基
礎
」
で
は
、
ま
ず
、
古
代
か
ら
十
六
世
紀
末

ま
で
の
水
路
誌
と
海
図
の
発
展
を
概
観
し
（
第
一

章
）
、
つ
い
で
オ
ラ
ン
ダ
人
ワ
ゲ
ナ
ー
の
『
大
水

路
誌
』
を
画
期
と
し
て
以
後
現
代
ま
で
を
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
る
（
第
二
章
）
。
さ
ら
に
、
十
三
世
紀
以

来
の
潮
汐
表
と
、
古
代
か
ら
の
測
深
儀
お
よ
び
灯

台
等
の
航
路
標
識
の
発
展
を
の
べ
（
第
三
、
四
、

五
章
）
十
九
世
紀
の
各
國
水
路
部
に
よ
る
大
洋
水

路
誌
等
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
略
記
し
て
い
る

（
第
六
章
）
。

　
以
上
、
水
路
誌
・
海
図
等
を
航
法
の
基
礎
と
し

て
、
「
第
二
部
　
針
路
と
航
法
」
は
「
推
測
航
法
」

と
「
慣
性
航
法
」
を
扱
う
。
推
測
航
法
に
つ
い
て

は
、
三
つ
の
条
件
、
羅
針
儀
と
速
力
測
定
装
置
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
へ

よ
び
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
す
べ
一
「
連
針
路

航
法
」
の
発
展
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
（
第
七
、
八
、

九
章
）
。
続
い
て
、
特
に
現
代
の
航
空
と
宇
雷
飛
行

に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
．

「
心
性
航
法
」
に
つ
い
て
言
及
（
第
十
章
）
、
さ
ら

に
、
船
と
積
荷
を
一
層
安
全
に
す
る
も
の
と
し
て
、

無
線
放
送
に
よ
る
水
路
通
報
や
気
象
通
報
等
の
歩

み
を
今
世
紀
十
年
代
以
降
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る

（
第
十
一
章
）
。

　
「
第
三
部
航
法
と
天
体
」
は
「
天
文
航
法
」

i
天
測
に
よ
る
位
置
決
定
　
　
の
歴
史
で
あ
る
。

天
体
は
ホ
メ
ロ
ス
の
時
代
以
来
、
方
向
指
示
標
識

と
し
て
用
い
ら
れ
た
（
第
十
二
章
）
。
航
海
で
の
天

測
に
よ
る
緯
度
決
定
は
十
五
世
紀
に
始
ま
る
が
、

経
度
決
定
も
十
分
可
能
に
な
る
に
は
十
八
世
紀
末

を
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
（
第
十
三
、
十
四
章
）
。
航
海

士
の
計
算
技
法
も
十
九
世
紀
の
ト
マ
ス
・
サ
ム
ナ

を
画
期
と
し
て
今
日
ま
で
大
い
に
発
達
し
て
き
た

（
第
十
五
章
）
。

　
「
第
四
部
　
電
波
航
法
」
は
今
世
紀
の
科
学
・

技
術
史
で
あ
る
。
ま
ず
航
海
・
航
空
両
面
に
お
け

る
無
線
方
位
測
定
に
、
つ
い
で
、
そ
の
欠
点
を
補

う
双
曲
線
航
法
に
言
及
（
第
十
七
、
十
八
章
）
、
さ

ら
に
、
レ
ー
ダ
ー
技
術
等
の
発
明
か
ら
人
工
衛
星

の
航
海
利
用
に
至
る
ま
で
追
い
（
第
十
九
、
二
十

章
）
、
最
後
に
、
「
大
量
の
物
資
輸
送
の
必
要
性
」

に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
航
法
の
自
動
化
へ
の
展

望
を
語
っ
て
い
る
（
第
二
十
；
早
）
。

　
邦
語
の
類
書
と
し
て
は
他
に
、
茂
在
寅
男
『
航

海
術
』
（
中
公
新
書
、
一
九
六
七
年
）
が
あ
る
に
す

ぎ
ず
、
存
在
自
体
が
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
が
、

内
容
的
に
も
高
い
水
準
を
誇
る
好
著
で
あ
る
。
エ

ピ
ソ
ー
ド
的
な
叙
述
を
排
し
、
分
野
別
の
技
術
史

に
徹
し
て
終
始
ス
ト
イ
ッ
ク
な
記
述
に
努
め
た
せ

い
で
あ
ろ
う
。
便
覧
に
も
好
都
合
だ
。
た
だ
、
そ

の
反
面
、
各
時
代
に
お
け
る
航
法
の
全
体
像
が
つ

か
み
に
く
く
、
歴
史
的
背
景
を
想
起
し
に
く
い
う

ら
み
が
あ
る
。
航
法
各
部
門
の
専
門
化
の
著
し
い

現
代
は
別
に
し
て
も
、
少
く
と
も
産
業
革
命
以
前

の
時
代
に
は
、
タ
テ
割
り
の
枠
を
も
う
少
し
ゆ
る

め
て
も
よ
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
ま
た
、
序
論
と
本
論
の
展
開
に
若
干
の
ぞ
ご
を

き
た
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
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は
序
論
に
お
い
て
、
航
法
の
歴
史
の
「
本
質
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

事
実
」
と
し
て
、
「
天
文
学
と
地
理
学
は
一
七
〇

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

○
年
以
来
航
海
術
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。

も
っ
と
以
前
か
ら
そ
う
だ
っ
た
と
想
定
す
る
の
は

広
く
流
布
し
た
誤
り
で
あ
る
（
傍
点
引
用
老
）
」
と

い
う
断
定
を
下
し
て
い
る
（
こ
の
点
で
、
航
海
術

は
「
各
時
代
に
お
い
て
そ
の
時
代
の
最
先
端
の
知

識
と
技
術
を
総
合
し
て
き
た
技
術
な
の
で
あ
る
」

と
い
う
訳
者
の
解
説
と
相
容
れ
な
い
。
）
が
、
他
方

で
、
　
「
航
海
天
文
学
の
歴
史
的
発
展
全
体
が
…
…

結
局
は
学
老
の
自
己
批
判
的
思
考
が
不
可
欠
だ
っ

た
…
…
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
学

問
的
天
文
学
の
、
動
か
な
い
天
文
台
か
ら
船
へ
、

の
ち
に
は
さ
ら
に
航
空
機
へ
の
応
用
の
道
で
あ
っ

　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
。
そ
の
最
初
の
第
一
歩
は
十
五
世
紀
末
に
行
な

マ
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
れ
た
（
傍
点
引
用
老
）
」
と
し
て
、
妾
時
リ
ス

ボ
ン
に
あ
っ
て
当
代
一
流
の
科
学
者
が
参
加
し
た

数
学
者
委
員
会
（
細
巳
鼠
α
o
ω
冒
客
①
ヨ
ρ
鉱
8
。
。
）

の
活
動
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
一
七
〇
〇
年
と

十
五
世
紀
末
と
い
う
年
代
の
ひ
ら
き
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
書
で
は
繰
船
は
客
p
＜
お
口
調
§

に
属
さ
な
い
と
し
て
叙
述
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ

て
い
る
の
だ
が
、
少
く
と
も
帆
船
時
代
ま
で
は
、

問
切
り
等
の
運
用
術
の
も
つ
意
味
は
無
視
で
き
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
各
方
面
か
ら

御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
本
書
訳
出
の
意
義
は
極
め
て

大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ひ
と
り
の
研
究

者
が
、
数
学
、
天
文
学
、
地
理
学
か
ら
、
気
象
、

電
波
・
電
子
機
器
関
係
等
の
知
識
に
至
る
ま
で
の

航
法
の
理
解
に
必
要
な
多
く
の
専
門
分
野
に
通
暁

す
る
こ
と
自
体
容
易
で
は
な
い
が
、
加
え
て
、
そ

れ
ら
の
穂
落
な
知
識
を
過
不
足
な
く
取
捨
選
択
し

て
一
冊
の
本
に
ま
と
め
あ
げ
、
し
か
も
水
準
を
お

と
さ
な
い
一
…
新
し
い
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
一

次
資
料
に
あ
た
り
、
独
自
の
見
解
を
織
り
込
む

一
と
い
う
離
れ
業
を
や
っ
て
の
け
て
い
る
の
だ

か
ら
。
今
後
、
こ
の
分
野
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
概

説
書
と
し
て
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
訳
文
は
読
み
や
す
く
、
訳
注
も
充
実
し

て
い
る
。

　
　
（
B
6
判
　
三
二
〇
頁
　
一
九
八
三
年
五
月
　
岩
波

　
書
店
　
三
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
合
田
昌
史
　
京
都
大
学
院
生
）

『
か
つ
ら
ぎ
町
史
』

　
　
古
代
・
中
世
史
料
編

　
か
つ
ら
ぎ
町
は
、
現
在
の
和
歌
山
県
伊
都
郡
に

属
し
、
東
は
高
野
口
町
、
西
は
那
賀
町
と
接
し
、

北
は
萬
城
山
脈
を
限
り
、
紀
ノ
川
を
渡
っ
て
南
は

高
野
町
と
接
し
て
い
る
。
町
域
は
か
つ
て
の
庄
園

の
集
ま
り
で
あ
り
、
私
は
こ
れ
ら
の
庄
園
群
に
つ

い
て
興
味
を
持
つ
者
で
あ
る
の
で
、
最
も
新
し
い

成
果
を
取
り
入
れ
た
当
町
史
に
対
す
る
期
待
は
大

き
い
。
そ
こ
で
、
今
回
、
紹
介
の
記
事
を
書
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
庄
園
群
に
関
す
る
研
究
の
、

今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
若
輩
考
え
て
み
た
い
と

思
う
。
（
但
し
、
筆
者
の
能
力
が
至
ら
ぬ
為
、
古

代
史
料
に
つ
い
て
の
言
及
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
が
御
寛
恕
願
い
た
い
。
）

　
こ
の
巻
の
構
成
は
、
本
文
が
、
1
一
般
編
年
、

H
官
省
符
庄
、
皿
四
郷
、
W
笠
田
庄
、
V
渋
田
庄
、

W
六
箇
七
郷
、
の
六
章
に
分
か
れ
、
巻
末
に
史
料

解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
1
に
は
、
各
庄
園
が
成

立
す
る
以
前
の
古
代
史
料
、
お
よ
び
個
別
の
庄
園

や
地
域
に
区
分
し
に
く
い
内
容
を
持
つ
中
世
史
料

が
収
録
さ
れ
、
H
～
M
に
は
、
町
域
内
に
存
在
し
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